
数学科学習指導案 

 

 

日 時：令和３年１月 26日（火）１限目  

  場 所：２年２組             

対 象：２年進学 応用クラス(６名)      

授業者：盛山 浩行            

 

１ 単元名 

 数学Ⅱ ５章 微分と積分 ２節 導関数の応用 

 

２ 教材名 

 「数学Ⅱ Standard」（東京書籍） 

 

３ 単元の目標 

 導関数を用いて, 関数の極値などを求めたり, 方程式の解の個数を調べたりすることができる

ようになる。 

 

４ 本時の実際 

（１） 本時の目標 

 ・全員で確認・考察するときに積極的に声を出す（マスク着用）。[関心・意欲・態度] 

 ・対話を通して, 𝑎 が変化したときの実数解の個数を考察できる。[数学的な見方や考え方] 

・実数解の条件に応じて, 𝑎 の値の範囲を考察できる。[数学的な見方や考え方] 

・𝑎 が変化したときの実数解の個数を求める道筋をたてることができる。[数学的な技能] 

 

 

（２）本時の展開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

過

程 
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間 

学習活動 指導上の留意点および評価の観点 

評価の観点は太字 

導

入 

５
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・前時の復習をする。 

 

 

 

 

 

 

・全員で声を出して確認させる。 

[関心・意欲・態度] 

※𝑓(𝑥) = 0 の実数解の個数と 𝑦 = 𝑓(𝑥) と 𝑦 = 0 

の共有点の座標が一致することを強調する。 

    

    

例題７ 次の方程式の異なる実数解の個数を調べよ。 

𝑥3 − 3𝑥2 + 1 = 0 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 本時の評価 

・全員で確認・考察するときに積極的に声を出した（マスク着用）。[関心・意欲・態度] 

・対話を通して, 𝑎 が変化したときの実数解の個数を考察できた。[数学的な見方や考え方] 

・実数解の条件に応じて, 𝑎  の値の範囲を考察できた。[数学的な見方や考え方] 

・𝑎 が変化したときの実数解の個数を求める道筋をたてることができた。[数学的な技能] 

 

過

程 

時

間 

学習活動 指導上の留意点および評価の観点 

評価の観点は太字 

展

開 

40

分 

・Challenge例題を全員で考察する。 

 

Challenge例題 

３次方程式 𝑥3 − 3𝑥2 − 𝑎 = 0 の異なる実数解の個数は, 

定数 𝑎 の値によってどのように変わるか調べよ。 

・プリントに記入する。 

 

 

 

 

 

 

・問１を各自で解く。（係数変更） 

問１ 

３次方程式 𝑥3 − 3𝑥 − 𝑎 = 0 の異なる実数解の個数は, 

定数 𝑎 の値によってどのように変わるか調べよ。 

 

 

・補充問題を全員で考察する。 

補充問題 

問１の３次方程式が異なる正の解を２個, 負の解を１個

もつような定数 𝑎 の値の範囲を求めよ。 

 

・プリントに記入する。 

・対話を通して思考を深めさせる。 

[数学的な見方や考え] 

※解法１  𝑦 = 𝑥3 − 3𝑥2 − 𝑎  のグラフを用いる方

法について考察させる。その際, ICT を活用し, 

 𝑎 の値によって𝑦 = 𝑥3 − 3𝑥2 − 𝑎のグラフがどの

ように変化するか考察させる。 

※解法２ 𝑥3 − 3𝑥2 = 𝑎 と変形し, 𝑦 = 𝑥3 − 3𝑥2 

と𝑦 = 𝑎 の共有点の個数と関連付けて解く方法に

ついて考察させる。 

※解法１と解法２を比較させる。 

 

・自力解決の時間をとる。    [数学的な技能] 

※自力解決が難しい生徒には, 適宜声をかける。 

・全員で声を出して確認させる。 

[関心・意欲・態度] 

 

・対話を通して思考を深める。 

[数学的な見方や考え方] 

・自力解決の時間をとる。    [数学的な技能] 

※自力解決が難しい生徒には, 適宜声をかける。 
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本時の要点を確認する。 

 

・本時の要点を発問する。 

※解法１・２の比較と解法２のよさを確認する。 

 

 

 

 


